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は
じ
め
に

　

大
坂
は
南
画
家
が
輩
出
し
た
地
で
あ
る
。
池
大
雅
と
並
ん
で
南
画

の
大
成
者
と
考
え
ら
れ
る
与
謝
蕪
村
も
大
坂
近
く
の
摂
津
毛
馬
村
の

出
で
あ
り
、
蕪
村
の
次
の
世
代
で
あ
る
松
村
呉
春
も
摂
津
の
池
田
に

居
を
構
え
た
こ
と
も
あ
り
、
早
く
か
ら
大
坂
と
南
画
と
は
関
係
が
深

い
と
い
え
よ
う
か
。
大
坂
の
南
画
の
概
要
は
神
山
登
氏
や
橋
爪
節
也

氏
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
書
か
れ
た
論
考
①
を
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
初
期
の
南
画
家
と
し
て
は
木
村
蒹
葭
堂
や
福

原
五
岳
、
趙
陶
齋
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
内
の
五
岳

の
弟
子
が
熊
嶽
②
で
あ
る
。五
岳
の
弟
子
と
し
て
は
他
に
浜
田
杏
堂
、

林
閬
苑
、
鼎
春
嶽
な
ど
が
お
り
、
五
岳
は
大
雅
の
弟
子
で
あ
る
の
で
、

そ
の
弟
子
達
は
大
雅
の
孫
弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
大
坂

の
南
画
家
と
し
て
は
、
岡
田
米
山
人
と
そ
の
子
岡
田
半
江
に
注
目
が

集
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
五
岳
に
し
て
も
そ
の
弟
子
に
し
て
も
あ

ま
り
光
が
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
『
唐
絵
も
ん
』
と
名
づ
け
ら
れ
た

展
覧
会
が
千
葉
市
美
術
館
と
大
阪
歴
史
博
物
館
で
お
こ
な
わ
れ
③
、

　
　
　
岡
熊
嶽
研
究            

影　

山　

純　

夫
　

南
画
家
と
し
て
捉
え
る
の
は
問
題
が
残
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
墨
江

武
禅
や
林
閬
苑
の
多
く
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
、
や
っ
と
そ
の
個
性
的

な
作
風
も
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
作
品
の
発
掘
の

努
力
が
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
大
坂
の

絵
師
の
評
価
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
今
後
大
坂

の
絵
師
の
作
品
が
ど
ん
ど
ん
紹
介
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
魅
力
が

明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
試
み
の
一
つ

と
し
て
、
今
回
は
熊
嶽
の
画
業
を
紹
介
す
る
。

　
　
　
　
熊
嶽
の
生
涯

　

熊
嶽
は
『
浪
華
人
物
誌
』
④
に
「
大
坂
の
人
」「
天
保
四
年
癸

巳
十
二
月
二
十
一
日
歿
す
年
七
十
二
」
と
あ
る
の
で
、
宝
暦
一
二

（
一
七
六
二
）
年
に
大
坂
で
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
ど
ん

な
資
料
に
も
と
づ
く
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
他
に
生
年
を
考
え

さ
せ
る
資
料
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
こ
れ
を
と
り
あ
え
ず
採
用
し
て

お
く
。
幼
名
は
わ
か
ら
な
い
。
俗
称
は
勝
之
助
、
名
は
文
暉
も
し
く

は
嬰
で
、
字
は
世
昌
も
し
く
は
少
年
で
あ
る
。
熊
嶽
は
号
で
、
他
に
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餘
香
堂
と
い
う
号
も
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
熊
岳
林
資

と
の
落
款
を
記
す
作
品
が
あ
る
。

　

熊
嶽
の
絵
の
師
に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
た
が
、『
浪
華
人
物
誌
』

に
「
初
め
福
原
五
岳
を
師
と
し
後
其
風
を
變
す
」
と
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
福
原
五
岳
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
田
能
村
竹
田
も
『
山
中

人
饒
舌
』
で
熊
嶽
の
師
を
五
岳
と
し
て
い
る
。

　

至
二
大
雅
池
翁
一
、
則
踵
二
其
躅
一
者
五
岳
・
福
元
索
最
著
、
杏

　

堂
・
春
嶽
・
熊
嶽
數
子
、
皆
出
二
於
五
嶽
之
門
一
云

浜
田
杏
堂
や
鼎
春
嶽
と
と
も
に
池
大
雅
の
弟
子
で
あ
る
福
原
五
岳
の

弟
子
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
春
嶽
や
熊
嶽
の
嶽
は
、
五

岳
の
岳
が
許
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
資
料
の
上
で
熊
嶽
の
名
が
現
れ
る
最
初
は
、『
木
村
蒹
葭

堂
日
記
』の
天
明
三（
一
七
八
三
）年
一
二
月
六
日
の
項
で
あ
る
。「
熊

嶽
画
持
参
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
二
二
歳
で
蒹
葭
堂
に
認
め
ら

れ
る
絵
師
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
蒹
葭
堂

へ
の
熊
嶽
の
来
訪
は
増
え
て
い
き
、
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
の
五

月
に
は
六
度
も
訪
れ
て
い
る
。
絵
に
つ
い
て
の
談
義
も
し
ば
し
ば
な

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
絵
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
の
は
こ
の
日

だ
け
で
あ
る
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
熊
嶽
の
天
明
年
間
に
描
か
れ
た
と
明
ら
か
な

作
品
は
い
ま
だ
公
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
寛
政
二

（
一
七
九
〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
浪
華
郷
友
録
』

に
は
名
が
見
え
ず
、
寛
政
年
間
前
半
で
は
、
ま
だ
ま
だ
職
業
絵
師
と

し
て
の
評
価
は
低
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
が
知
り
得
た
最
も
早
い
時
期
の
作
品
は
、『
奉
時
清
玩
帖
』

⑤
に
収
め
ら
れ
た
二
点
の
作
品
で
あ
る
。『
奉
時
清
玩
帖
』
の
諸
作

品
は
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
頃
か
ら
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
頃

ま
で
に
集
め
ら
れ
と
さ
れ
、
こ
の
二
点
の
作
品
も
天
明
年
間
に
描
か

れ
た
可
能
性
が
無
く
は
な
い
が
、
寛
政
年
間
と
仮
に
考
え
て
お
き
た

い
。

　

制
作
年
が
わ
か
る
作
品
の
内
で
最
も
早
い
時
期
の
作
品
は
大
阪

歴
史
博
物
館
所
蔵
の
倣
林
閬
苑
唐
人
物
図
で
、
年
記
か
ら
寛
政
九

（
一
七
九
七
）
年
に
描
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
林
閬
苑
は
や
は
り

五
岳
に
学
ん
だ
絵
師
で
、
そ
の
生
没
年
は
わ
か
ら
な
い
が
、
熊
嶽
に

と
っ
て
は
恐
ら
く
教
え
を
受
け
る
兄
弟
子
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ほ
ぼ
同
じ
頃
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
個
人
蔵
の
『
化
政
間

諸
名
家
画
冊
』
⑥
中
の
花
鳥
画
で
、
こ
の
画
冊
中
の
谷
文
晁
の
作
品

に
は
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
の
、
浜
田
杏
堂
の
作
品
に
は
寛
政
九

（
一
七
九
七
）
年
の
年
記
が
あ
り
、
寛
政
八
・
九
（
一
七
九
六
・
七
）

年
頃
の
作
品
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
熊
嶽
の
落
款
も
多
く
の
後
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の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
は
崩
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
頃
の
作
品
と

す
る
に
問
題
は
な
い
。

　

四
日
市
個
人
蔵
の
『
夜
字
帖
』（『
書
画
集
帖
』
の
内
）
⑦
中
の
陶

淵
明
図
も
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年
か
ら
一
一
（
一
七
九
九
）
年

頃
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
関
西
大
学
蔵
の
大
坂
文
人
合
作
扇

面
も
寛
政
一
一
（
一
七
九
九
）
年
以
前
の
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
作
品
で
あ

ろ
う
。『
化
政
間
諸
名
家
画
冊
』
に
は
文
晁
や
蒹
葭
堂
，
森
祖
仙
な

ど
の
絵
が
収
め
ら
れ
て
い
る
し
、『
夜
字
帖
』
に
は
蒹
葭
堂
や
十
時

梅
厓
、
森
周
峯
な
ど
の
絵
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
大
坂
文
人
合
作
扇

面
に
は
蒹
葭
堂
や
五
岳
、
中
村
芳
中
な
ど
の
書
や
絵
が
描
か
れ
て
い

る
の
で
、
こ
の
寛
政
年
間
後
半
期
ー
三
〇
歳
後
半
に
は
、
熊
嶽
は
か

な
り
の
評
価
を
受
け
る
絵
師
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ

い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
と
『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
熊
嶽
が
し
ば
し
ば

顔
を
出
す
事
と
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
寛
政

一
〇
（
一
七
九
八
）
年
七
月
に
は
梅
厓
と
熊
嶽
が
同
じ
日
に
蒹
葭
堂

を
訪
れ
て
い
る
こ
と
も
、『
夜
字
帖
』
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
想
像
さ
せ
る
。

　

享
和
年
間
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、『
唐
土

名
勝
図
会
』
の
図
制
作
で
あ
る
。『
唐
土
名
勝
図
会
』
は
享
和
三

（
一
八
〇
三
）
年
に
開
版
願
い
が
出
さ
れ
、
文
化
三
（
一
八
〇
六
）

年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
皆
川
淇
園
の
序
が
享
和
四
（
一
八
〇
四
）

年
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
淺
文
貫
の
文
化
二

（
一
八
〇
五
）
年
の
跋
文
に
多
年
の
力
を
費
や
す
と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
多
く
の
図
の
制
作
は
享
和
年
間
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。

　
『
唐
土
名
勝
図
会
』
の
編
述
は
岡
田
玉
山
で
、
図
は
玉
山
、
熊
嶽
、

大
原
東
野
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
当
初
は
六
編
の
刊
行
が
計
画

さ
れ
て
い
た
が
、
結
局
初
編
の
刊
行
だ
け
に
終
わ
っ
た
。
初
編
だ
け

と
い
っ
て
も
六
冊
か
ら
な
り
、
描
か
れ
た
図
の
数
は
極
め
て
多
い
。

編
述
と
図
を
担
当
し
た
岡
田
玉
山
は
、
月
岡
雪
鼎
に
学
び
多
く
の
絵

本
の
挿
絵
を
描
い
た
が
、
著
述
も
多
く
文
才
も
豊
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
こ
の
書
の
編
述
と
図
制
作
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大

原
東
野
は
奈
良
生
ま
れ
の
博
物
学
者
で
あ
り
か
つ
絵
師
で
あ
っ
た
。

そ
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
絵
本
な
ど
の
挿
図
を
か

な
り
残
し
て
お
り
、
絵
師
と
し
て
の
評
価
も
高
か
っ
た
。
図
の
制
作

担
当
に
熊
嶽
と
東
野
を
加
え
た
の
は
、
玉
山
で
あ
っ
た
と
考
え
る
ほ

か
な
い
。
こ
の
書
の
巻
頭
に
「
故
蒹
葭
堂
木
世
粛
先
生
遺
意
」
と
あ

り
、
刊
行
に
木
村
蒹
葭
堂
の
遺
志
が
働
い
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
た

め
に
寛
政
年
間
後
半
に
蒹
葭
堂
と
か
な
り
の
往
来
が
あ
っ
た
熊
嶽
と

東
野
が
選
ば
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
熊
嶽
の
描
い
た
図
は
四
二
図
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で
、
見
開
き
二
面
に
渡
る
山
水
図
が
多
い
。
東
野
ほ
ど
の
数
で
は
な

い
が
、
制
作
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
当
然
手
本

と
な
る
中
国
画
が
あ
り
、
そ
れ
を
模
写
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

は
あ
ろ
う
が
。

　

文
化
年
間
熊
嶽
へ
の
制
作
の
依
頼
は
、
次
第
に
増
え
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
熊
嶽
の
作
品
で
公
に
な
っ
た
も
の
は
少
な
く
、
文
化
年

間
に
描
か
れ
た
と
わ
か
る
作
品
も
多
く
は
な
い
。
そ
の
う
ち
で
も
東

京
国
立
博
物
館
蔵
の
『
絵
手
鑑
』
は
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
頃
に

描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
貴
重
な
作
品
と
言
え
よ
う
。『
絵
手
鑑
』

は
三
帖
か
ら
な
り
、
そ
の
一
帖
が
大
坂
の
絵
師
五
〇
人
の
作
品
が
集

め
ら
れ
た
「
浪
華
帖
」
⑧
で
、
熊
嶽
の
絹
本
彩
色
の
山
水
図
が
含
ま

れ
る
。
こ
の
山
水
図
に
は
制
作
年
を
示
す
も
の
は
無
い
が
、
他
絵
師

の
作
品
に
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
の
年
記
が
あ
り
、
ま
た
絹
本
の

大
き
さ
も
揃
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
描
か
れ
た
と
考
え
た
と

し
て
も
問
題
は
無
い
で
あ
ろ
う
。

　

池
大
雅
に
倣
っ
た
個
人
蔵
の
山
水
図
に
は
文
化
六
（
一
八
〇
九
）

年
の
年
記
が
あ
り
、
や
は
り
個
人
蔵
の
山
水
図
に
は
文
化
一
〇

（
一
八
一
三
）
年
の
年
記
が
あ
る
。
他
に
文
化
年
間
に
描
か
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
作
品
に
、
寄
合
描
き
に
よ
る
個
人
蔵
飲
中
八
仙
図
が
あ

る
。
こ
れ
は
鼎
春
嶽
、
戸
田
黄
山
、
大
原
東
野
、
宮
本
君
山
等
と
の

共
作
で
、
熊
嶽
は
李
白
を
描
い
て
い
る
。
制
作
年
代
は
享
和
年
間

（
一
八
〇
一
ー
一
八
〇
四
）
か
ら
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
の
間
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
⑨
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
文
化
年
間
と
考
え
て

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

文
化
年
間
の
制
作
と
し
て
は
、『
狂
歌
一
人
十
首
』
の
挿
絵
の
よ

う
な
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
三
日
坊
雛
丸
編
集
の
狂
歌
集
で
、
文
化

一
〇
（
一
八
一
三
）
の
正
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
狂
歌
作
者
一
人
に
つ

き
一
点
づ
つ
挿
絵
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
原
在
明
、
森
徹
山
、
橘
保

春
、
中
村
芳
中
、
丹
羽
桃
渓
な
ど
京
坂
の
絵
師
が
担
当
し
た
。
熊
嶽

は
蚯
蚓
庵
鬼
丸
の
「
葉
の
さ
ま
の
行
儀
の
時
は
ふ
ち
は
か
ま
み
た
る

る
と
き
を
ら
む
と
い
ふ
ら
ん
」
と
い
う
狂
歌
に
、
蘭
図
を
添
え
た
。

　

熊
嶽
と
蘭
に
つ
い
て
は
，
田
能
村
竹
田
が
『
竹
田
荘
師
友
画
録
』

に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

嘗
訪
二
其
居
一
、
維
時
仲
冬
、
風
日
凄
然
、
方
二
排
レ
戸
入
一
、
忽
聞

幽
香
霏
拂
襲
二
人
裙
裾
一
、
詳
レ
此
則
有
二
冬
日
蘭
數
盆
一
，
紅
萼

翠
葉
、
女便
妍
相
映
、
熊
岳
曰
、
我
愛
二
此
花
一
、
培
植
殆
三
十
年
、

死
者
十
八
九
、
近
歳
調
停
、
稍
得
二
其
法
一
、
花
葉
繁
茂
如
レ
此
、

請
賦
レ
詩
賀
焉
。　
　

竹
田
は
仲
冬
の
あ
る
日
熊
嶽
の
居
宅
を
訪
れ
た
。
こ
の
日
は
風
も
強

く
寒
い
日
で
あ
っ
た
が
、
戸
を
開
け
て
入
る
と
ひ
そ
や
か
で
良
い
香
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り
が
体
を
包
ん
だ
。
そ
れ
は
数
鉢
に
植
え
ら
れ
た
蘭
の
香
り
で
あ
っ

た
。
赤
い
花
と
緑
の
葉
は
と
も
に
映
え
て
と
て
も
美
し
か
っ
た
。
熊

嶽
が
話
す
の
に
、蘭
を
愛
し
栽
培
を
始
め
て
ほ
ぼ
三
〇
年
に
な
る
が
、

多
く
を
枯
ら
し
て
き
た
。
近
頃
や
っ
と
育
て
方
が
わ
か
っ
て
き
た
の

で
、
こ
の
よ
う
に
花
も
葉
も
多
く
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
詩
を
作

っ
て
祝
っ
て
く
だ
さ
い
と
頼
ん
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
は
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
に
成
っ
た
が
、

竹
田
の
大
坂
来
訪
は
数
度
有
り
、
熊
嶽
を
訪
れ
た
の
が
何
時
の
こ

と
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
来
訪
が
仲
冬
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
あ
る
い
は
文
政
一
二

（
一
八
二
九
）
年
の
ど
ち
ら
か
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
そ

の
時
蘭
の
栽
培
を
始
め
て
す
で
に
三
〇
年
た
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

文
化
一
〇
年
頃
に
は
蘭
の
栽
培
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、『
狂
歌

一
人
十
首
』
中
の
蘭
図
制
作
が
熊
嶽
に
任
さ
れ
た
の
は
相
応
し
い
こ

と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

熊
嶽
と
蘭
の
関
連
で
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
先
に
挙
げ

た
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
の
山
水
図
に
「
寫
羣
芳
園
南
窻
下
」
と
あ

る
こ
と
と
、文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
の
山
水
図
に
「
於
餘
香
室
」

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
羣
芳
園
、
餘
香
室
と
も
に
熊
嶽
の
画
室
の
名

で
あ
ろ
う
が
、
共
に
香
り
を
含
ん
だ
名
で
あ
り
蘭
の
栽
培
と
無
関
係

で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
熊
嶽
が
自
ら
こ
の
よ
う
な
名
を
付
け
る
の

は
、
蘭
を
尊
ん
だ
中
国
文
人
を
慕
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
こ
の
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
は
蒹
葭
堂
の
一
三
回
忌
に

あ
た
り
、
大
坂
大
応
寺
で
展
覧
が
行
わ
れ
熊
嶽
も
春
林
書
屋
図
を
出

品
し
て
い
る
こ
と
を
書
き
加
え
て
お
く
。

　

文
化
年
間
末
か
ら
文
政
年
間
初
頭
に
描
か
れ
た
作
品
と
し
て
は
、

文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
の
跋
文
が
あ
る
俳
諧
書
『
盃
合
』
中
の
稲

狩
り
図
が
あ
る
。
大
坂
の
絵
師
は
、
絵
入
狂
歌
集
や
絵
入
俳
諧
集
の

絵
を
数
人
で
描
く
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
欄
外

に
「
熊
嶽　

浪
華
漢
画
家
岡
氏
」
と
あ
る
。

　

文
政
年
間
は
，
人
名
録
が
か
な
り
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
、
文
政
五

（
一
八
二
二
）
年
の
『
な
に
わ
諸
芸
名
人
家
玉
づ
く
し
』、
文
政
六

（
一
八
二
三
）
年
の
『
書
画
儒
姓
名
記
』『
続
浪
華
郷
友
録
』
と
『
金

襴
集
』、
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年
の
『
新
刻
浪
華
人
物
誌
』
に
熊

嶽
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
記
述
内
容
は
大
き
く
は
異
な
ら
な
い

の
で
、『
金
襴
集
』
の
み
を
あ
げ
て
お
く
。

　

熊
嶽　
　

画　

名
嬰　

字
少
年　

号
餘
香
堂　

俗
称
岡
勝
之
助

　
　
　
　
　

住
尾
張
坂

文
化
年
間
の
人
名
録
『
文
化
改
正
浪
華
人
物
録
』
に
は
住
ま
い
が
上
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町
と
な
っ
て
い
た
の
で
家
移
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
に
は
文
暉
の

名
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
個
人
蔵
の
文

政
六
（
一
八
二
三
）
年
の
山
水
図
に
は
「
於
餘
香
齋
」
と
文
政
七

（
一
八
二
四
）
年
の
山
水
図
に
は
「
於
壽
星
樓
」
と
あ
る
の
で
、
画

室
名
を
改
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
号
と
し

て
は
餘
香
堂
を
使
い
続
け
て
い
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。　

　

熊
嶽
の
今
知
ら
れ
て
い
る
一
番
の
大
作
は
、
中
西
家
の
襖
に
描
か

れ
た
山
水
図
で
あ
る
。
中
西
家
は
淀
藩
領
内
の
吉
志
部
郷
東
村
の
庄

屋
や
大
庄
屋
を
務
め
た
名
家
で
、
現
在
も
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年

に
再
建
さ
れ
た
母
屋
が
残
る
。
こ
の
母
屋
の
襖
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
山
水
図
で
あ
る
。
熊
嶽
に

よ
る
「
己
丑
嘉
平
月
圖
於
壽
星
樓　

熊
嶽
岡
嬰
」
と
い
う
款
記
が
あ

り
、
文
政
一
二
（
一
八
二
九
）
年
に
描
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
襖

四
面
に
描
か
れ
て
お
り
、
裏
面
に
は
や
は
り
大
坂
の
絵
師
で
あ
る
長

山
孔
寅
に
よ
っ
て
群
鶴
図
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
⑩
。
中
西
家
の

襖
絵
と
し
て
は
孔
寅
の
描
い
た
も
の
が
最
も
多
く
残
る
の
で
、
文
政

年
間
の
襖
絵
制
作
の
中
心
と
な
っ
た
絵
師
は
孔
寅
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
孔
寅
は
呉
春
に
学
ん
だ
四
条
派
の
絵
師
で
、
孔
寅
に
全
て
を

任
せ
て
も
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
南
画
家
熊
嶽
と
の
競
作
と
な

っ
た
の
は
、
中
西
家
当
主
の
意
向
が
働
い
た
可
能
性
を
考
え
て
お
き

た
い
。
と
い
う
の
も
こ
の
頃
か
ら
煎
茶
が
広
ま
り
、
中
西
家
の
当
主

も
こ
れ
を
楽
し
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
り
⑪
、
煎
茶
空
間
の
創
出
の

た
め
に
南
画
が
求
め
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

天
保
年
間
に
は
、
熊
嶽
は
六
〇
歳
代
後
半
、
す
で
に
か
な
り
の
大

家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）

年
に
刊
行
の
白
井
華
陽
の
『
画
乗
要
略
』
に
は
「
岡
熊
嶽　

大
坂
人
、

初
師
福
原
五
岳
後
稍
更
其
格
、
有
名
声
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
華
陽

は
京
都
で
活
躍
し
た
岸
派
の
絵
師
で
、
華
陽
に
「
有
名
声
」
と
書
か

せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
の
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

　
『
画
乗
要
略
』
か
ら
一
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
書
に
『
竹
田
荘
師
友

画
録
』
が
あ
る
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
熊
嶽
の
愛
蘭
に
関
す
る
部

分
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
以
外
の
部
分
は
「
岡
熊
嶽
、
大
坂
府
人
、
同
二

杏
堂
春
岳
一
師
二
福
元
素
一
、
有
声
」
で
、
有
声
は
『
画
乗
要
略
』
に

あ
る
有
名
声
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
竹
田
に
よ
る
評
価
も

低
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
が
刊
行
さ
れ
た
天
保
四
（
一
八
三
三
）

年
の
一
二
月
、
熊
嶽
は
他
界
し
た
。
七
二
歳
で
あ
っ
た
。
同
門
の
春

嶽
や
杏
堂
、
閬
苑
な
ど
よ
り
長
生
き
で
、
五
岳
門
下
と
し
て
最
後
の

華
を
咲
か
せ
た
感
が
あ
る
。
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熊
嶽
の
作
品

　

熊
嶽
の
公
に
さ
れ
て
い
る
作
品
の
内
で
最
も
早
い
時
期
の
作
品

は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
『
奉
時
清
玩
帖
』
に
収
め
ら
れ
た
山
水

図
と
松
図
の
二
点
の
作
品
で
あ
る
。
山
水
図
は
比
較
的
荒
い
筆
致
で

描
か
れ
、
後
年
の
山
水
図
に
見
ら
れ
る
特
色
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。

一
方
松
図
（
立
木
に
霊
芝
）
に
は
、
枝
跡
の
窪
み
が
多
く
描
か
れ
る

な
ど
後
の
作
品
に
も
現
れ
る
特
色
は
見
い
だ
せ
る
。
二
点
は
小
品
で

あ
り
、
明
確
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
先
人
達
の
作
品
を

学
ん
で
い
る
段
階
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、

山
水
図
の
落
款
が
熊
岳
林
資
で
林
資
印
信
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
松
図
の
落
款
が
熊
岳
で
致
遠
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
林
の
姓
や
資
の
字
な
ど
は
、『
浪
華
郷
友
録
』
に
記
さ
れ

て
は
い
る
が
、
他
の
作
品
に
は
今
の
と
こ
ろ
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
点
の
作
品
は
他
の
作
品
か
ら
か
な
り
先

立
つ
作
品
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
『
奉
時
清
玩
帖
』
は
大
坂
の
表
具
師
で
あ
り
絵
師
で
あ
る
松
本
奉

時
が
収
集
し
た
百
点
以
上
の
書
画
を
張
り
込
ん
だ
画
帖
で
あ
り
、
応

挙
や
文
晁
、
蘆
雪
、
若
冲
、
岸
駒
な
ど
の
描
い
た
作
品
が
含
ま
れ
て

い
る
。
既
に
記
し
た
よ
う
に
こ
れ
は
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
頃
か

ら
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
頃
ま
で
の
作
品
か
ら
な
る
と
さ
れ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
評
価
の
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
熊
嶽
の
作
品

が
二
点
含
ま
れ
る
の
は
、
寛
政
一
一
（
一
七
九
九
）
年
以
前
に
描
か

れ
た
と
さ
れ
る
関
西
大
学
蔵
の
大
坂
文
人
合
作
扇
面
に
共
に
筆
を
と

っ
て
い
る
よ
う
に
、
熊
嶽
と
奉
時
が
比
較
的
近
い
関
係
に
あ
っ
た
か

ら
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
二
点
の
作
品
に
次
ぐ
の
が
、
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
倣
林

閬
苑
唐
人
物
図
（
図
１
）
で
あ
る
。
閬
苑
は
熊
嶽
と
同
門
で
あ
り
、

か
な
り
の
年
上
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
熊
嶽
に
と
っ
て
は
目
標
と
す

べ
き
先
輩
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
作
品
が
描
か
れ
た

寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
に
は
す
で
に
閬
苑
は
他
界
し
て
お
り
、「
丁

巳
之
春
熊
岳
岡
文
暉
擬
閬
苑
林
又
新
画
」
と
の
款
記
か
ら
、
ま
た
皆

川
淇
園
の
賛
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
閬
苑
へ
の
追
憶
と
敬
意
が
示
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
閬
苑
の
桃
李
園
図
と
比
較
し
て
も
岩

皴
や
樹
木
の
描
法
が
近
く
、
熊
嶽
は
閬
苑
の
描
法
を
よ
く
捉
え
て
い

る
。

　

ほ
ぼ
同
じ
頃
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
に
、個
人
蔵
の『
化

政
間
諸
名
家
画
冊
』
中
の
花
鳥
図
が
あ
り
、谷
文
晁
や
木
村
蒹
葭
堂
、

森
祖
仙
、
鼎
春
嶽
な
ど
の
作
品
と
共
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
薔
薇
と

岩
に
と
ま
る
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ら
し
き
小
鳥
を
描
い
て
い
る
が
、
輪
郭
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線
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
淡
く
彩
色
し
て
い
る
。
こ
れ
に
近
い
花
鳥

図
は
閬
苑
が
描
い
て
お
り
⑫
、
二
人
の
影
響
関
係
を
こ
こ
で
も
考
え

さ
せ
る
。　

　

閬
苑
と
の
関
係
を
示
す
作
品
と
し
て
は
、
他
に
道
明
寺
天
満
宮
蔵

の
伏
見
桃
畑
図
が
あ
る
。
図
形
化
さ
れ
た
樹
葉
、
平
面
を
重
ね
た
よ

う
な
遠
山
、
遠
山
に
み
ら
れ
る
点
描
な
ど
不
思
議
な
感
じ
を
与
え
る

作
品
で
あ
る
。「
摹
林
日
新
伏
水
桃
山
圖　

熊
嶽
」
と
の
款
記
が
あ

り
、
又
新
を
日
新
と
間
違
う
な
ど
問
題
は
あ
る
が
閬
苑
の
作
品
の
模

写
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
実
際
個
人
蔵
の
閬
苑
の
作
品
が

残
っ
て
お
り
、
比
較
す
る
と
熊
嶽
が
よ
く
模
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
熊
嶽
は
も
う
一
点
同
じ
作
品
の
模
写
を
残
し
て
お
り
、
現
在

関
西
大
学
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
熊
岳
岡
文
暉
寫
」
と

の
落
款
の
み
が
あ
り
、
閬
苑
作
品
の
模
写
で
あ
る
と
は
書
か
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
の
方
が
道
明
寺
天

満
宮
蔵
の
作
品
よ
り
先
に
描
か
れ
て
お
り
、
先
述
の
花
鳥
図
に
比
較

的
近
い
頃
に
描
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。          

　

個
人
蔵
の
『
書
画
集
帖
』
は
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年
か
ら

一
一
（
一
七
九
九
）
年
頃
に
集
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
中
の

『
夜
字
帖
』
の
内
に
熊
嶽
の
林
和
靖
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
荷
を
背

負
っ
た
童
子
を
従
え
た
高
士
が
白
い
鵞
鳥
を
眺
め
る
姿
を
描
い
て
お

り
、
鵞
鳥
を
好
ん
だ
王
羲
之
を
描
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ま
で

に
描
か
れ
た
王
羲
之
の
風
貌
と
も
近
い
こ
と
が
、
こ
の
可
能
性
を
強

め
る
。

　

平
野
美
術
館
蔵
の
『
楽
翁
画
帖
』
は
寛
政
一
二
（
一
八
〇
〇
）
年

か
ら
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
の
間
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お

り
⑬
、
熊
嶽
の
寒
梅
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
東
京
国
立
博
物
館

蔵
の
『
絵
手
鑑
』
は
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
頃
に
描
か
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
熊
嶽
の
山
水
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
前
者
は
や
や

柔
ら
か
く
自
由
な
筆
法
で
描
か
れ
て
お
り
、
後
者
は
丁
寧
に
や
や
硬

い
筆
法
で
描
か
れ
て
い
て
、
か
な
り
異
な
る
印
象
を
う
け
る
。
し
か

し
構
成
さ
れ
て
い
る
部
分
を
比
較
し
て
み
る
と
、
共
通
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
山
の
形
に
し
て
も
左
右
逆
に
し
て
は
い
る
が

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
し
、
点
描
を
多
用
す
る
点
で
も
共
通
す
る
。　

　

や
は
り
こ
の
頃
に
描
か
れ
た
の
が
『
唐
土
名
勝
図
会
』
の
図
で
あ

る
。
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
図
は
岡
田
玉
山
と
岡
熊
嶽
、
そ
れ
に
大

原
東
野
の
三
人
が
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
な
り
の
数
の
図
を
描
い
て

い
る
。
風
景
が
多
い
が
、
人
物
や
器
物
の
図
も
あ
り
、
し
か
も
か
な

り
細
密
な
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
三
人
の
様
式
に
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
違
い
は
無
い
が
、
熊
嶽
の
図
が
最
も
細
密
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
例
え
ば
巻
五
の
孔
水
洞
の
図
な
ど
は
岩
と
い
い
樹
木
と
い
い
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流
水
と
い
い
、
煩
雑
な
ま
で
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
樹
木
の
枝
跡

の
窪
み
が
非
常
に
多
く
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。
岩
も
ゴ
ツ

ゴ
ツ
と
し
て
凹
凸
が
多
く
、
渦
を
巻
き
曲
線
を
描
く
雲
霞
も
特
徴
が

あ
る
。
そ
う
い
っ
た
特
徴
か
ら
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
倣
林
閬
苑
唐

人
物
図
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
は
樹
木
の
幹
の
窪
み
も
多
く
、
ゴ
ツ

ゴ
ツ
と
し
て
凹
凸
の
多
い
岩
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
の
雲
霞
も
奇

妙
な
形
を
し
て
お
り
極
め
て
目
立
つ
（
図
２
）。
実
は
こ
れ
に
近
い

も
の
が
『
唐
土
名
勝
図
会
』
巻
一
の
西
花
園
図
や
巻
五
の
馬
耳
山
図

（
図
３
）
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
や
は
り
熊
嶽
へ
の
閬
苑
の

影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
ま
で
に
描
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
作
品

に
大
分
県
立
美
術
館
蔵
の
九
仙
部
山
水
風
景
図
が
あ
る
。
大
坂
の
馬

田
青
洋
の
依
頼
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
賛
の
筆
跡
は

個
性
的
で
読
み
に
く
く
、
意
味
を
筆
者
が
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。

た
だ
し
紅
葉
時
の
九
仙
部
山
中
の
風
景
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
わ
か

る
。
確
か
に
紅
葉
し
た
立
木
の
散
在
す
る
山
荘
を
童
子
を
伴
っ
た
文

人
が
訪
れ
る
と
こ
ろ
を
描
い
て
い
る
。
白
色
に
彩
色
さ
れ
た
菊
ら
し

き
小
花
が
散
ら
さ
れ
て
い
る
の
も
魅
力
的
で
あ
る
。
樹
葉
を
小
さ
な

塊
と
し
そ
れ
を
重
な
る
よ
う
に
配
す
る
描
法
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
す

で
に
ふ
れ
た
『
絵
手
鑑
』
中
の
山
水
図
に
も
見
ら
れ
、
遠
山
の
形
も

近
い
。
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
作
品
で
あ
り
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の

が
当
然
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
が
款
記
で
、「
奉　

青
洋
先
生
位
置

　

栖
霞
文
暉
」
と
あ
り
、
字
も
し
く
は
号
と
考
え
ら
れ
る
栖
霞
は
今

の
と
こ
ろ
他
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
し
、
人
名
録
に
も
記
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

他
の
文
化
年
間
の
興
味
深
い
作
品
は
、
個
人
蔵
の
擬
池
大
雅
山
水

図
（
図
４
）
で
あ
る
。
款
記
に
は
「
擬
大
雅
老
人
毫
勢　

文
化
己
巳

冬
十
月
寫
於
羣
芳
園
南
窻
下
為
三
矼
詞
伯　

熊
嶽
文
暉
」
と
あ
り
、

制
作
年
と
製
作
場
所
、
そ
れ
に
三
矼
詞
伯
の
為
に
制
作
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
特
に
「
擬
大
雅
老
人
毫
勢
」
と
記
し
て
い
る
点
が
重
要

で
、
師
の
福
原
五
岳
の
師
で
あ
る
池
大
雅
の
毫
勢
す
な
わ
ち
筆
の
有

様
、
筆
法
を
ま
ね
る
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
，
人
物
の

顔
貌
や
岩
、
樹
木
な
ど
大
雅
の
描
法
に
近
い
。
そ
れ
は
こ
の
作
品
と

東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
大
雅
の
六
遠
図
を
比
較
す
れ
ば
、
ま
た
人
物

に
つ
い
て
は
こ
の
作
品
と
十
便
画
帖
を
比
較
す
れ
ば
わ
か
る
で
あ
ろ

う
。「
擬
大
雅
老
人
毫
勢
」
と
い
う
款
記
も
大
雅
の
書
法
を
用
い
て

書
い
て
お
り
、
大
雅
へ
の
敬
意
を
持
っ
て
描
か
れ
た
こ
と
を
強
く
感

じ
さ
せ
る
。

　

大
雅
の
様
式
に
習
っ
て
描
い
た
と
感
じ
さ
せ
る
作
品
が
も
う
一
点

存
在
す
る
。
そ
れ
は
癸
未
す
な
わ
ち
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
の
年
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記
の
あ
る
個
人
蔵
の
西
湖
図
で
、
岩
な
ど
の
輪
郭
を
墨
線
で
描
き
そ

の
中
を
細
か
い
筆
を
重
ね
る
こ
と
で
埋
め
、
自
由
で
一
見
稚
拙
な
感

を
与
え
る
描
線
で
楼
閣
を
描
く
な
ど
、
大
雅
の
作
品
と
の
い
く
つ
も

の
共
通
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
東
京
国
立
博

物
館
蔵
の
大
雅
筆
西
湖
春
景
・
銭
塘
観
潮
図
と
を
比
較
す
れ
ば
理
解

し
う
る
で
あ
ろ
う
。
西
湖
は
浙
江
省
に
あ
る
名
勝
の
地
で
古
く
か
ら

絵
に
描
か
れ
て
き
た
。
一
般
的
な
西
湖
図
で
は
下
方
に
杭
州
の
城
壁

が
、
そ
の
上
に
広
く
湖
面
を
さ
ら
に
そ
の
上
に
蘇
堤
が
、
右
方
に
白

堤
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
大
雅
は
湖
面
を
狭
く
、
一
方
湖
を
取
り
囲

む
山
や
丘
陵
を
高
く
大
き
く
描
く
な
ど
、
大
雅
な
ら
で
は
の
風
景
を

展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
熊
嶽
も
湖
面
を
狭
く
湖
を
取
り
囲
む
丘

陵
な
ど
を
煩
雑
な
ま
で
に
多
く
高
く
描
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
西

湖
春
景
図
か
こ
れ
に
近
い
大
雅
作
品
を
参
考
に
し
て
、
熊
嶽
は
こ
の

西
湖
図
を
描
い
た
可
能
性
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
熊
嶽
の

西
湖
図
で
は
も
は
や
ど
れ
が
蘇
堤
で
ど
れ
が
白
堤
か
わ
か
ら
ず
、
西

湖
図
で
あ
っ
て
西
湖
図
で
は
な
い
作
品
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
熊
嶽
の
独
自
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で

き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

再
び
文
化
年
間
の
作
品
に
つ
い
て
考
え
る
が
、
個
人
蔵
の
文
化

一
〇
（
一
八
一
三
）
年
の
年
記
の
あ
る
山
水
図
は
、
九
仙
部
山
水
風

景
図
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
樹
形
や
樹
葉
の
描
法
は
近
く
、

共
に
山
居
の
果
た
し
て
い
る
構
図
上
の
重
要
性
も
比
較
的
大
き
い
。

こ
れ
ら
の
作
品
以
外
に
文
化
年
間
の
年
記
を
持
つ
作
品
は
、
筆
者
は

知
り
得
て
い
な
い
。
年
記
の
な
い
作
品
の
中
に
は
文
化
年
間
制
作
で

あ
る
可
能
性
を
有
す
る
作
品
は
当
然
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

後
に
触
れ
る
。

　

文
政
年
間
の
年
記
の
あ
る
作
品
と
し
て
は
、
西
湖
図
の
次
年
文
政

七
（
一
八
二
四
）
年
に
描
か
れ
た
個
人
蔵
の
蘭
亭
図
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
中
国
東
晋
の
官
僚
で
あ
り
書
家
で
あ
る
王
羲
之
が
蘭
亭
で
催

し
た
曲
水
の
宴
を
描
い
た
も
の
で
、
熊
嶽
は
か
な
り
横
長
の
画
面
に

描
い
て
お
り
、
林
の
間
に
小
さ
く
描
か
れ
た
人
物
を
散
在
さ
せ
る
。

樹
葉
を
墨
点
の
集
積
で
表
す
描
法
は
す
で
に
九
仙
部
山
水
風
景
図
な

ど
に
見
ら
れ
る
が
、
山
を
石
層
や
石
塊
の
集
積
の
よ
う
に
描
く
点
は

目
を
引
く
。

　

横
長
の
画
面
に
蘭
亭
図
を
描
く
場
合
は
、
多
く
は
流
れ
を
右
か
ら

左
へ
流
れ
る
よ
う
に
描
き
人
物
を
両
岸
に
配
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
図
で
は
流
れ
は
時
に
は
木
々
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
な
い
。
個
人
蔵
の
も
う
一
点
の
縦
長
の
蘭
亭
図
に
お
い
て

も
や
は
り
流
れ
は
あ
ま
り
見
え
な
い
の
で
あ
っ
て
，
熊
嶽
の
関
心
は

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
樹
叢
や
山
々
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
る
風
景
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に
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
⑭
。
と
い
う
こ
と
は
熊
嶽
は
蘭
亭
で

の
宴
を
主
に
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
自
然
の
中
で
た
ま
た
ま

宴
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
様
子
を
描
い
た
と
い
い
換
え
た
い
が
、
問

題
は
残
る
の
で
あ
ろ
う
、
こ
こ
は
や
は
り
蘭
亭
な
の
だ
か
ら
。

　

同
じ
年
に
描
か
れ
た
作
品
に
吹
田
歴
史
博
物
館
蔵
の
衝
立
装
の
山

水
図
が
あ
る
。
や
は
り
石
塊
の
集
積
の
よ
う
な
山
が
描
か
れ
る
が
、

蘭
亭
曲
水
図
の
山
よ
り
も
丸
み
を
増
し
、
南
画
の
特
徴
と
し
て
よ
く

い
わ
れ
る
つ
く
ね
い
も
状
に
近
く
な
る
。

　

大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
の
梅
林
図
は
、
箱
蓋
裏
に
文
政
一
〇

（
一
八
二
七
）
年
の
年
記
が
有
り
、
こ
れ
に
近
い
時
期
に
描
か
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
熊
嶽
自
身
の
作
と
思
わ
れ
る
賛
が
あ
り
、
梅
花
に

赤
と
白
で
細
か
く
彩
色
す
る
な
ど
、
丁
寧
に
描
か
れ
て
お
り
熊
嶽
は

力
を
込
め
て
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
構
図
も
纏
ま
り
が
良
く
正
統

的
な
優
れ
た
南
画
山
水
と
い
え
よ
う
が
、
熊
嶽
の
個
性
が
あ
ま
り
出

て
い
な
い
と
い
う
物
足
り
な
さ
も
感
じ
る
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
吹

田
市
立
博
物
館
蔵
の
襖
に
描
か
れ
た
山
水
図
に
つ
い
て
も
い
え
よ

う
。
こ
の
よ
う
な
作
品
の
後
に
、
個
人
蔵
の
山
水
図
の
よ
う
な
中
景

の
山
を
上
へ
上
へ
と
重
ね
る
少
し
ば
か
り
煩
雑
な
山
水
図
が
描
か
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

南
画
山
水
の
構
成
要
素
と
し
て
は
、
一
般
的
に
は
河
川
も
し
く
は

湖
水
に
東
屋
な
ど
の
建
物
、
中
景
の
高
山
に
霞
ん
だ
遠
山
な
ど
が
あ

る
。
中
景
の
高
山
は
頂
を
画
面
の
中
央
や
左
右
寄
り
に
描
か
れ
る
の

が
普
通
で
、浦
上
玉
堂
な
ど
の
山
水
図
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

熊
嶽
の
山
水
図
に
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
山
水
図
が
あ
り
、
大
阪
歴

史
博
物
館
蔵
の
梅
林
図
や
吹
田
市
歴
史
博
物
館
蔵
の
山
水
図
は
そ
の

例
で
あ
る
。
し
か
し
熊
嶽
の
山
水
図
で
は
中
景
の
高
山
の
頂
を
画
面

の
外
に
求
め
る
構
図
が
多
い
。
そ
れ
は
す
で
に
東
京
国
立
博
物
館
蔵

の
『
絵
手
鑑
』
の
山
水
図
や
『
楽
翁
画
帖
』
の
中
の
寒
梅
図
に
見
ら

れ
、
晩
年
の
作
と
思
わ
れ
る
山
水
図
（
図
５
）
に
ま
で
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
高
山
の
頂
を
画
面
の
中
に
置
く
場
合
は
意
識
や
視
線
の
集

中
を
も
た
ら
す
の
に
対
し
、
画
面
の
外
に
求
め
る
場
合
は
意
識
の
拡

大
や
視
線
よ
り
大
き
な
動
き
を
も
た
ら
す
。

　

樹
木
や
草
叢
を
墨
点
で
表
現
す
る
の
は
南
画
で
は
よ
く
見
ら
れ
る

が
、
熊
嶽
の
山
水
画
で
は
岩
や
山
の
輪
郭
線
の
上
に
も
こ
の
墨
点
を

多
く
置
く
な
ど
、
や
や
過
剰
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（
図
６
）。
こ
れ

に
よ
っ
て
輪
郭
線
の
表
現
の
強
さ
を
緩
和
す
る
こ
と
に
な
り
、
柔
ら

か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
一
方
で
明
快
さ
に
欠
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

な
お
熊
嶽
の
山
水
画
に
よ
く
描
か
れ
る
も
の
と
し
て
，
河
川
や
湖
中

の
岩
が
あ
る
の
で
、
部
分
図
を
示
し
て
お
き
た
い
（
図
７
）。

　

熊
嶽
の
人
物
画
は
少
な
く
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
熊
嶽
の
人
物
画
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に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
お
お
よ
そ
で
も
制
作

年
代
の
わ
か
る
作
品
が
小
品
で
あ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
何
点
か
の
作

品
に
ふ
れ
た
い
が
、
ま
ず
は
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
の
桃
林
結
義
図
を

取
り
上
げ
る
。

　

桃
林
結
義
図
と
は
中
国
三
国
時
代
の
劉
備
、
関
羽
、
張
飛
の
三
人

が
桃
園
で
義
兄
弟
と
な
る
誓
い
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
『
三
国
志
演

義
』
に
書
か
れ
た
逸
話
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
熊
嶽
は
桃
の
木
に

囲
ま
れ
た
三
人
を
描
い
て
い
る
が
、
三
人
の
衣
装
も
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
た
め
に
ど
れ
が
誰
か
わ
か
ら
ず
、
工
夫
が
足
り
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
に
し
て
も
、
明
確
で
息
の
長
い
衣
紋
線
に
は
躊
躇
が
見
ら
れ

ず
弾
力
が
あ
り
好
ま
し
い
。

　

こ
の
作
品
の
落
款
と
か
な
り
近
い
落
款
を
持
つ
人
物
像
と
し
て
、

個
人
蔵
の
飲
中
八
仙
図
（
図
８
）
と
郭
子
儀
図
が
あ
る
。
飲
中
八
仙

図
は
杜
甫
が
作
っ
た
飲
中
八
仙
歌
に
う
た
わ
れ
た
唐
時
代
の
八
人
の

酒
豪
を
描
い
て
お
り
、
郭
子
儀
図
は
唐
時
代
の
軍
人
で
子
や
孫
に
恵

ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
子
儀
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
二
図
は
大
き
さ

も
ほ
ぼ
等
し
く
描
法
も
近
い
の
で
、
双
幅
と
し
て
描
い
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
衣
紋
線
は
や
は
り
明
確
で
息
が
長
く
、
頬
な
ど
に
や
や

濃
い
彩
色
を
施
す
の
も
桃
林
結
義
図
と
共
通
す
る
。
女
性
の
顔
貌
は

師
の
福
原
五
岳
に
学
ぶ
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
閬
苑
の
描
く
女
性

の
顔
貌
と
も
共
通
す
る
が
、
中
国
風
が
薄
ま
り
丸
顔
の
親
し
み
や
す

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

ウ
ェ
ブ
上
に
公
開
さ
れ
た
喫
茶
図
⑮
は
、
茶
碗
や
湯
罐
を
か
け
た

涼
炉
な
ど
を
置
い
た
台
を
背
に
し
て
岩
に
肘
を
つ
い
た
人
物
を
描
く

も
の
で
あ
る
。
文
政
一
二
（
一
八
二
九
）
年
の
篠
崎
小
竹
の
賛
が
あ

る
の
で
、
熊
嶽
の
晩
年
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
服
装
か
ら

考
え
て
中
国
の
歴
史
上
の
人
物
を
描
い
て
い
る
の
は
わ
か
る
が
、
誰

で
あ
る
か
の
明
示
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
賛
を
考
え
合
わ
せ
る

と
唐
時
代
の
『
茶
経
』
を
書
い
た
陸
羽
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

時
代
は
下
る
が
天
保
一
二
（
一
八
四
一
）
年
に
描
か
れ
た
春
木
南
溟

の
陸
羽
像
が
あ
り
、
こ
れ
も
正
面
向
き
の
像
で
あ
り
岩
座
に
座
る
こ

と
か
ら
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
共
に
中
国
で
描
か

れ
た
陸
羽
像
を
参
考
に
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
南
溟
の

陸
羽
像
は
中
国
画
の
忠
実
な
模
写
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
賛
は
小

竹
の
筆
に
よ
る
と
み
て
よ
く
、
衣
紋
線
は
明
確
で
息
が
長
く
、
熊
嶽

の
山
水
図
に
よ
く
見
ら
れ
る
岩
の
輪
郭
線
に
墨
点
を
多
く
重
ね
る
特

色
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
熊
嶽
の
作
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
の
作
品
の
他
に
関
西
大
学
蔵
の
飲
中
八
仙
図
や
鍾
馗
図
、
八

尾
市
蔵
の
寿
老
人
図
な
ど
が
あ
る
。
寿
老
人
図
に
は
畳
目
が
残
り
席

画
で
あ
ろ
う
が
、
衣
紋
線
に
他
の
人
物
図
の
衣
紋
線
と
共
通
す
る
特
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徴
が
あ
り
、
熊
嶽
作
と
考
え
ら
れ
る
。
誰
か
の
顔
貌
を
写
し
た
よ
う

に
も
感
じ
ら
れ
る
。
飲
中
八
仙
図
の
輪
郭
線
は
た
ど
た
ど
し
く
熊
嶽

の
作
と
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
こ
れ
が
後

に
述
べ
る
よ
う
に
熊
嶽
の
初
期
作
品
と
す
れ
ば
熊
嶽
作
品
と
し
て
認

め
て
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
個
人
蔵
の
飲
中
八
仙
図
と
の
描
写

力
の
差
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。

　
　
　
　

熊
嶽
の
落
款
と
印

　

以
上
熊
嶽
の
作
品
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
落
款
と
印
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
お
お
よ
そ
の
制
作
年

代
の
わ
か
る
作
品
を
挙
げ
、
そ
の
落
款
と
印
を
記
す
。

　

山
水
図
（『
奉
時
清
玩
帖
』）	

寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
ま
で

	

熊
岳
林
資	

林
資
印
信
（
白
文
方
印
）

　

松
図
（『
奉
時
清
玩
帖
』）	

寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
ま
で　

	
	

熊
岳		



致
（
方
印
）
遠
（
白
文
方
印
）

　

花
鳥
図
（『
化
政
間
諸
名
家
画
冊
』）

		


寛
政
八
・
九
（
一
九
七
六
・
七
）
年
頃

	

熊
岳
岡
文
暉	

文
暉
印
（
白
文
方
印
）

　

倣
林
閬
苑
唐
人
物
図	

寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年

	

熊
岳
岡
文
暉		



岡
印
文
暉
（
白
文
方
印
）　　
　

	

			




岡
氏
世
昌
（
白
文
方
印
）

　

蘭
図
（
大
坂
文
人
合
作
扇
面
）	

寛
政
期
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）

	

熊
岳		



不
明

　

寒
梅
図
（『
楽
翁
画
帖
』）	

寛
政
一
二
（
一
八
〇
〇
）
年
～

享
和
一
（
一
八
〇
一
）
年

	

熊
岳		



文
口
（
朱
白
文
連
印
）

　

王
羲
之
像
（『
夜
字
帖
』）	

寛
政
末
頃
（
一
七
九
〇
年
代
）

	

熊
岳		



文
暉
（
朱
文
連
印
）

　
『
唐
土
名
勝
図
会
』  	

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
頃

	

熊
岳
岡
文
暉	

熊
嶽
（
頭
円
長
方
印
）

　

山
水
図
（『
絵
手
鑑
』）	

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
頃　
　
　

	
	

熊
岳		



文
暉
（
白
文
方
印
）

　

九
仙
部
山
水
風
景
図	

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年

	

栖
霞
文
暉		



岡
氏
世
昌
（
白
文
方
印
）

　

擬
大
雅
山
水
図	

文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年

	

熊
嶽
文
暉		



岡
印
文
暉
（
白
文
方
印
）

			




岡
氏
世
昌
（
白
文
方
印
）

　

蘭
図
（『
狂
歌
一
人
一
〇
首
』）	文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年　
　

	
	

熊
嶽		



熊
岳
（
白
文
連
印
）

　

山
水
図		



文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
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熊
嶽
岡
暉		



岡
氏
文
暉
（
白
文
方
印
）

			




岡
氏
世
昌
（
白
文
方
印
）　

　

林
間
人
物
図
（『
御
手
鑑
』）	

文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
頃　
　
　

	
	

熊
嶽
岡
嬰		



岡
嬰
之
印
（
白
文
方
印
）

			




岡
氏
少
年
（
白
文
方
印
）

　

西
湖
図		



文
政
六
（
一
八
二
三
）
年

	
 

熊
嶽
嬰		



岡
嬰
之
印
（
白
文
方
印
）

			



岡
氏
少
年
（
白
文
方
印
）

　

蘭
亭
図		



文
政
七
（
一
八
二
四
）
年

	

熊
嶽
岡
嬰		



岡
嬰
之
印
（
白
文
方
印
）

			




岡
氏
少
年
（
白
文
方
印
）

　

山
水
図
衝
立		



文
政
七
（
一
八
二
四
）
年

	

熊
嶽
岡
嬰		



不
明
（
朱
文
半
楕
円
連
印
）

			




岡
嬰
（
白
文
方
印
）

　

喫
茶
図		



文
政
一
二
（
一
八
二
九
）
年
頃

	

熊
嶽
嬰		



不
明

　

山
水
図
襖		



文
政
一
二
（
一
八
二
九
）
年

	

熊
嶽
岡
嬰		



熊
嶽
（
朱
文
連
印
）

			




不
明
（
白
文
不
明
印
）　　

　

以
上
の
比
較
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
熊
岳
か
ら
熊
嶽
に
変
え
た
の
は
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
か

ら
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
の
間
で
あ
る
。
名
の
文
暉
か
ら
嬰
に
字

の
世
昌
を
少
年
に
変
え
た
の
は
、
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
か
ら

文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
の
間
で
あ
る
。
林
の
姓
と
名
の
資
を
名
乗

っ
た
の
は
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
以
前
で
あ
る
。
文
政
年
間
の
人

物
録
が
名
を
嬰
と
し
、
木
村
蒹
葭
堂
が
天
明
か
ら
享
和
に
か
け
て
の

日
記
に
熊
岳
と
書
い
て
い
る
こ
と
も
，以
上
の
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。

な
お
先
に
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
の
諸
家
に
よ
る
飲
中
八
仙
図
を
文
化

年
間
の
作
と
し
た
の
も
、
落
款
が
熊
嶽
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

関
西
大
学
蔵
の
伏
見
桃
畑
図
が
道
明
寺
天
満
宮
蔵
の
伏
見
桃
畑
図
に

先
行
す
る
と
し
た
の
も
、
や
は
り
前
者
の
落
款
が
熊
岳
岡
文
暉
で
あ

り
後
者
の
そ
れ
が
熊
嶽
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
き
て
謎
が
残
る
の
は
、
関
西
大
学
蔵
の
飲

中
八
仙
図
の
落
款
が
熊
岳
で
あ
り
、
印
と
し
て
岡
晋
と
子
嵩
の
朱
文

方
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
名
を
資
と
す
る
の
は
寛
政
八

（
一
七
九
六
）
年
以
前
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
が
、
名
や
字
に
晋
や

子
嵩
を
使
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
さ
ら
に
そ
れ
以
前
で
あ
ろ

う
。
熊
嶽
に
と
っ
て
は
今
の
と
こ
ろ
初
期
作
と
考
え
ざ
る
を
え
ず
、

と
す
れ
ば
既
に
述
べ
た
よ
う
な
問
題
の
あ
る
輪
郭
線
も
初
期
作
で
あ

る
故
に
生
ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の



15

後
の
作
品
の
輪
郭
線
と
の
力
の
差
は
か
な
り
大
き
く
、
今
の
と
こ
ろ

こ
の
作
品
を
熊
嶽
作
品
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
は
や
は
り
躊
躇
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
　
　
お
わ
り
に

　

筆
者
が
調
査
し
得
た
熊
嶽
作
品
は
多
く
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
ま

ず
は
筆
者
の
能
力
不
足
に
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
公
に
な
っ
て
き
た
作

品
が
少
な
い
こ
と
に
も
よ
る
。
し
か
し
熊
嶽
の
制
作
期
間
は
長
く
か

な
り
の
数
の
作
品
を
描
い
た
は
ず
で
あ
り
、
現
在
も
公
に
さ
れ
な
い

ま
ま
に
眠
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
作
品
が
次
々
と
明

ら
か
に
さ
れ
て
く
れ
ば
、評
価
も
か
な
り
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
作
品
を
対
象
に
筆
者
な
り
の
検
討

を
加
え
て
み
た
。

　

岡
田
米
山
人
の
評
価
が
近
年
高
い
の
は
、
そ
の
独
自
の
作
風
に
よ

る
と
い
え
よ
う
が
、
で
は
熊
嶽
の
作
風
に
は
大
い
に
独
自
性
が
あ
る

か
と
い
え
ば
、
残
念
な
が
ら
米
山
人
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
閬
苑

に
比
す
る
ま
で
の
独
自
性
が
あ
る
と
も
い
え
な
い
。
し
か
し
人
物
図

な
ど
見
て
も
技
量
は
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
心
を
遊
ば
す
山
水
世
界

の
構
築
と
い
う
点
で
も
評
価
の
で
き
る
絵
師
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

今
後
も
作
品
が
次
々
と
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
待
ち
、
再
び
検
討
を
加

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

注①
神
山
登
「
文
人
画
」（
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
近
世
大
坂
画
壇
』
所
収
）

お
よ
び
橋
爪
節
也
「
近
世
大
坂
文
人
画
の
展
開
と
問
題
ー
木
村
蒹
葭
堂
と

そ
の
周
辺
を
中
心
に
」（
大
阪
市
立
博
物
館『
近
世
大
坂
画
壇
の
調
査
研
究
』

所
収
）

②
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
落
款
に
は
熊
岳
と
熊
嶽
が
あ
り
時
代
に
よ
り
変
化
す

る
が
本
論
で
は
熊
嶽
に
統
一
し
て
述
べ
る
。

③
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
九
月
か
ら
一
二
月
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

④
岡
本
撫
山
著
、
吉
川
弘
文
館
発
行
。
一
九
一
九
年
刊
行
か
。

⑤
『
江
戸
名
作
画
帖
全
集
一
〇　

文
人
諸
家
』（
駸
々
堂
出
版
刊
）
所
収
。

⑥
大
阪
歴
史
博
物
館
『
猿
描
き
狙
仙
三
兄
弟
展
図
録
』
所
収
。

⑦
井
渓
明
「
四
日
市
市
某
家
所
蔵
「
書
画
集
帖
」
の
う
ち
『
夜
字
帖
』
に
つ

い
て
」（
大
阪
市
立
博
物
館
『
近
世
大
坂
画
壇
の
調
査
研
究
Ⅱ
』）
参
照
。

⑧
大
阪
歴
史
博
物
館
『
猿
描
き
狙
仙
三
兄
弟
展
図
録
』
所
収
。

⑨
岩
佐
伸
一「
大
坂
の
唐
画
師
に
よ
る
寄
合
描
き「
飲
中
八
仙
図
」に
つ
い
て
」

（『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
９
号
）
参
照
。

⑩
吹
田
市
立
博
物
館
『
大
庄
屋
中
西
家
名
品
展
図
録
』
作
品
解
説
参
照
。

⑪
中
西
家
に
は
中
国
宜
興
の
急
須
や
京
焼
の
涼
炉
な
ど
の
煎
茶
道
具
が
残
さ

れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
当
主
が
煎
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
は

ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
。
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⑫
個
人
蔵
の
『
花
鳥
・
飲
中
八
仙
図
画
帖
』（
明
和
七
年
跋
）（
千
葉
市
美
術

館
・
大
阪
歴
史
博
物
館
『
唐
画
人
展
図
録
』
所
収
）。

⑬
『
光
琳
を
慕
う
中
村
芳
中
』（
芸
艸
堂
刊
）
作
品
解
説
参
照
。

⑭
林
閬
苑
の
蘭
亭
図
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
作
品
の
場
合
多

く
の
山
の
重
な
り
に
関
心
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

⑮https://open.m
ixi.jp/user/10076855/diary/942560656

追
記　

大
阪
歴
史
博
物
館
の
岩
佐
伸
一
氏
に
は
作
品
の
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
ほ
か
ご
教
示
も
い
た
だ
い
た
。
瀧
北
敬
久
氏
に
は
作

品
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
大
分
県
立
美
術
館
の
宗
像

晋
作
氏
に
は
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
。

　

な
お
、
校
正
時
に
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
『
三
矼
亭
集
書

画
帖
』
の
存
在
を
知
っ
た
。
こ
の
中
に
岡
資
の
落
款
の
あ
る
熊
嶽
の

山
水
図
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
帖
の
皆
川
淇
園
の
序
が
文
化
二

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
水
図
も
文
化
二
年
以
前
に
描
か
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
三
矼
亭
は
擬
池
大
雅
山
水
図
の
制
作
依
頼
者
も
し
く
は

贈
呈
の
対
象
者
で
あ
る
三
矼
詞
伯
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
落
款
使
用
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
、
再
検
討
が
必
要
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。



　図１　倣林閬苑唐人物図
　　　　（大阪歴史博物館）

 

 

　図２　図１部分

 

　図３　唐土名勝図会 巻五
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　図４　擬池大雅山水図　図５　山水図
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　図７　山水図部分

 

　図８　飲中八仙図

 

　図６　山水図部分
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